















の地域状況の説明 ( 左下 :
郡長 )
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173-1. ラマ高僧　　        173-2. 重要人士の面談
174-1. モンゴル相撲選手 174-2. モンゴル相撲競技






























館 )、東潮 ( 徳島大学名誉教授 )、高濱秀、宋
ソ ン ユ ジ ェ
有宰송





































































部は① -2 区の遺構外からの出土、左腕部は② -2 区・




































































論じている [ 石川 1987a・1987b、黒沢 1997、設
楽 1999、前田 2009]。
　論者により若干の認識の差異はあるものの、人面





















沢浩氏は、人面付土器 B は人面付土器 A とは異な
る系譜下にあらわれることを指摘し、前田清彦氏も
人面付土器 A と人面付土器 B とは「その成立事情・
時期・分布を異にする似て非なるもの」と言及する






















































































































　② -2 区、③ -2 区からは円形周溝墓、方形周溝墓
が 18 基以上、木棺墓 2 基が検出され、① -2 区で
は① -3 区へ続く SD15 上面に土器棺墓 5 基が認め
られている。このように墓域から出土していること

















　No1 例の出土状況をみてみると、頭部は① -2 区、




































松井広信 ( 人間社会環境研究科 M1)「四爪鉄錨の基
礎的研究」
考察するなかで縄文土偶との関連性を指摘し、埴輪
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